様式第５（第３条関係）

年　　月　　日
鹿児島市長　殿
　　　　　　　　　　　住　所　　
　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　（署名又は記名押印）
　　　　　　　　　　　　　　（法人にあっては名称及び代表者氏名）　
暴力団排除に関する誓約・同意書
鹿児島市クリエイティブ産業創出拠点施設シェアオフィス使用申込にあたり、下記のいずれにも該当しないことを誓約します。
また、下記の該当の有無を確認するために、鹿児島市から役員名簿等の提出を求められたときは速やかに提出し、当該役員名簿等及び申請書等に記載された情報が鹿児島県警察に提供されることについて同意します。
記
(1) 鹿児島市暴力団排除条例（平成２６年鹿児島市条例第４号）第２条第１号に規定する暴力団及び同条第２号に規定する暴力団員
(2) 役員等が暴力団員であるなど、暴力団又は暴力団員が、その経営を実質的に支配している法人等
(3) 役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正な利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用している法人等
(4) 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して、金銭、物品その他の財産上の利益を不当に提供し、又は便宜を供与するなど直接的又は積極的に暴力団の運営に協力し、又は関与している法人等
(5) 役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している法人等
(6) 役員等が、暴力団又は暴力団員であることを知りながら不当な行為をするためにこ　れらを利用している法人等
(7) 前各号のいずれかに該当する法人等であることを知りながら当該法人等と取引をしている法人等
※制定理由は、通常は第１条（趣旨）の表現と同様に書きます。法令名があるときには法令番号などかっこ書にするものは記載する必要はありません。

◎起案に当たっての注意事項
　１　要綱には番号が付されないので、制定年月日で特定すること。

　２　公布しないので、制定文は、「次のように定める。」とすること。

　３　公布しないので、施行日は「公布の日から施行する。」としないこと。

　４　必要に応じて、制定内容についての説明文を添付すること。

　５　必要に応じて、根拠法令・関連する法令等の写しを添付すること。

　６　決裁後は、制定年月日を記入して、担当課において保管すること。

　７　「数字」、「（」、「）」、「句読点（、。）」は、全角文字を使うこと。（かっこ付き数字は、半角）
◎ひな型の修正経過

○　ページ設定におけるグリッド線の設定を変更　…　H17/10/06 変更(Ver.2.00)
○　表を作成したとき１行の高さが狭くならないように設定　…　H17/10/06 変更(Ver.1.01)
